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貸
借
封
照
表
の
資
産
の
側
は
経
螢
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
が
如
何
に
蓮
螢
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
示
す
と
同
様
に
、
資
本
及
員
債
の

側
は
其
資
本
は
如
何
な
る
源
泉
よ
り
來
り
た
る
か
を
示
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
源
泉
の
主
な
る
も
の
は
次
の
四
者
と
す
る
事
が

出
來
る
。
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之
等
四
つ
の
源
泉
の
各

々
一
つ
が
企
業
全
艘
資
本
に
封
し
て
如
何
な
る
割
合
に
な
つ
て
ゐ
る
か
、
叉
は
自
己
資
本

(
一
と
二
と

(

(

の
合
計
)
と
他
人
資
本

(
三
と
四
と
の
合
計
)
と
が
如
何
な
る
割
合
を
保
つ
て
ゐ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
資
本
構
成
の
研
究
こ
そ
株

(

(

主
叉
は
興
信
者
に
と
つ
て
重
大
な
る
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
此
虚
に
取
扱
は
ん
と
す
る
企
業
資
本
の
構
成
研
究
も
亦
こ
の
範
園
を
出
で
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
論
述
の
便
宜
上
分
類

す
れ
ば
次
の
三
部
門
に
分
つ
事
が
出
來
る
。

ω

企
業
の
種
類
に
よ
る
資
本
構
成
の
特
異
性

⑧

資
本
構
成
が
自
己
資
本
牧
釜
と
企
業
の
安
全
性
に
及
ぼ
す
影
響

③

景
氣
憂
動
の
資
本
構
成
に
及
ぼ
す
影
響

以
下
順
次
此
等
の
諸
問
題
に
就
い
て
論
述
し
ゃ
う
。

企
業
の
種
類
に
よ
る
資
本
構
成
の
特
異
性

我
國
主
要
企
業
経
菅
の
静
的
分
析
に
闘
す
る

一
研
究

六
五



我
國
主
要
企
業
経
讐
の
静
的
分
析
に
闘
す
ろ
一
研
究

六
六

同
種
企
業
に
於
て
は
、
投
下
さ
れ
た
資
本
が
大
艘
概
し
て
類
似
の
財
産
構
成
割
合
を
有
す
る
と
同
檬
に
、
資
本
の
源
泉
も
伺
様

の
割
合
を
以
て
そ
の
構
成
を
成
し
て
ゐ
る
か
と
云

へ
ば
必
す
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
否
む
し
ろ
或
限
度
迄
は
企
業
の
財
政
々
策
に

起
因
す
べ
き
も
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
短
期
借
入
金
に
よ
つ
て
得
ら
る
可
き
資
本
額
は
流
動
資
産
額
に
依
つ
て
制
限
せ
ら
れ

る
。
從
つ
て
手
持
商
品
費
掛
金
等
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
額
の
大
な
る
企
業
は
、
然
ら
ざ
る
も
の
に
比
し
て
短
期
借
入
金
に
依
つ

て
調
達
し
得
可
き
資
本
の
大
な
る
事
當
然
で
あ
る
。
自
己
資
本
及
社
債
等
に
依
つ
て
表
示
さ
れ
た
る
企
業
の
永
久
的
資
本
は
、
固

定
資
本
並
に
適
當
な
る
純
蓮
轄
資
本
を
充
足
す
る
に
充
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
即
ち
企
業
は
充
分
な
る
流
動
資
本
比
牽

を
有
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
重
要
事
を
異
つ
た
立
場
よ
り
述
べ
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

若
し
資
本
が
充
分
な
る
運
鱒
資
本
を
有
し
て
居
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
長
期
資
本
に
よ
つ
て
総
べ
て
の
固
定
資
産
を
賄
は
れ
、
併

せ
て
流
動
資
産
の
或
部
分
も
そ
れ
に
よ
つ
て
賄
は
れ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
。

企
業
に
必
要
な
る
永
久
的
投
資
に
關
し
て
長
期
借
入
金
か
叉
は
株
主
佛
込
金
か
の
敦
れ
に
之
を
求
む
る
か
は
大
い
に
考
慮
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。
工
業
的
企
業
に
於
て
は
固
定
資
産
額
の
比
較
的
大
な
る
も
の
と
錐
も
、
長
期
借
入
金
に
よ
つ
て
得
て
ゐ
る
割
合

は
少
な
い
。
こ
の
描
に
於
て
は
工
業
金
融
は
鐡
道
及
公
釜
事
業
金
融
よ
り
も
甚
し
く
そ
の
傾
向
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
、
企
業
資
本
の
構
成
は
主
と
し
て
企
業
の
財
政
々
策
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
財
産
構
成
に
於
け
る
が

如
き
企
業

の
種
類
に
よ
る

一
定

の
特
異
性
を
有
す
と
言
ふ
事
は
出
來
な
い
。
唯
企
業
の
種
類
に
よ
り
流
動
資
本
を
多
額
に
必
要
と

す
る
企
業
は
、
短
期
借
入
金
に
依
る
資
本
額
が
多
く
こ
れ
に
反
し
て
性
質
上
固
定
資
産
を
多
く
有
す
る
企
業
は
永
久
的
固
定
的
資



、

O

本

額
を
多

く
有
す

る
と

い
ふ
程
度

の
事
を
言

ひ
得
る

に
過

ぎ
な

い
。

第 十 一 表

我が國に於ける長期資本と短期資本との構成表

昭和五年下孕期

1

産 業 名 會1辻籔
長 期

資 本

短 期

資 本
其 他

財 産 構 成

暮凄膣 甦

42

36

32

51

3

49

調

39

24

28

44

21

9

49

糾

21

⑩

52

59

n

4

2

6

3

3

3

6

12

6

9

10

5

9

15

3

3

3

2

86.8

69.0

86.7

79・4

87.5

81.0

71,5

73・9

83.5

86.6

86.7

92.3

83.0

69.3

7ア.9

97.8

70.6

86.5

69.5

11.2

29.7

6.2

18.8

10。2

14.1

26.ア

24.5

15・4

13・4

11・5

5・3

11.3

29.7

1g.3

-0.2

26.2

8.7

27・o

2.O

I・3

7.o

:・7

2.3

4.9

1.8

1。6

1.I

o,I

I.8

2.3

5・7

0.9

2.8

2.4

3・1

4.7

3.5

58

64

68

49

68

51

62

61

76

72

56

79

91

51

76

79

60

4=
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業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

作

業

業

店

業

業

工

澄

力

概

綾

織

絹

紙

醸

粉

糖

鐵

電

斯

機

道

蓮
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轍

紡

毛

入

化

製
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製
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鍍

電

瓦

逡

鐵
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百

映

製
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我
國
主
要
企
彙
経
管
の
静
的
分
析
に
開
す
る

醐
研
究

.

六
八

こ
の
意
味

に
於

て
、
企
業

の
種
類

に
よ
る
資

本
構
成

の
特
異

性

の
問
題
は
財
産
構
成

の
特
質

よ
り
由
來
す

る

も

の

で

あ

る
か

ら
、
企
業

の
財

政
的
政
策
判

定

の
た
め

に
重
要
な
る
自

己
資
本

と
他

人
資
本

と

の
分
類
よ
り
む
し
ろ
長
期
資
本
と
短
期
資

本

の
分

類

の
方
が
よ
く

企
業

の
種
類

と
資
本
構
成

と

の
關
係
を
示
し

て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
此
塵

に
言

ふ
長
期
資
本

と
は
自
己
資

本
と
長

期
債
務
と

の
合

計
で
あ
り

、
短
期
資

本

と
は

支
梯
手

形
、
買
掛
金
等

の
如
き
短
期
債
務
を
言

ふ
。

右
表
は
我
國

の
各
種
企
業

に
於
け

る
長
期
資
本

と
短
期
資
本
と

の
構
成
表

で
あ
る
。

右
表

に
よ
る
と
資
本
構
成

の
総

平
均
は
、
長
期
資
本

は
八
四
・
二
八
、
短
期
資
本

は

;

マ
ニ
で
あ

る
。
而
し

て
固
定
財
産

率
の

比
較
的
高
率
な

る
企
業
は

又
長
期
資
本

率
も
高
牽

で
あ

る
。
例

へ
ば
、

膝

撫

蝕

画
椅
邸
瞭

即
濫
蹟
膏

蘭
騨
醸

論醐

廿

器

這
訳

ゆ
い
・い
獄

測

翌

瀞

O
囲頴

o◎
いb
訳

籔

儲

擁

遷
訳

O
N.oo訣

之

に
反
し
て
流
動
財
産

の
比
較

的
大

な

る
企
業
は
、
長
期
資
本

は
比
較
的
僅
少

で
あ

る
。
例

へ
ば
、

冷

脇灘

歯

路
響
母
灘

拠
濫
煽
膏

.珂

博

温

も
訣

『o
●①
獣

潜

索

鵜

い
ゆ
訳

9
・い
隷

り

礫
濫
簿
藤
寓
胃
[
壽
…

お
訣

、

ε
・O
訣

但
し
紡
績
業

と
委
酒
醸
造
業

は

こ
の
原
則

の
例
外

を
な
す
。
長
期
資
本

中
に
は
多
額

の
枇
内
留
保

金
を
有

し
、

こ
れ

が
た

め
自



己
資
本

を
以

て
総

べ
て

の
固
定
財
産
は
賄

は
れ
、
併

せ
て
流
動
資
産

の
或
部
分

も
そ
れ

に
依

つ
て
賄
は
れ

て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。

次

に
吾

々
は
比
較

研
究

の
た
め
米
國
、
瑞
典

に
於
け

る
企
業
別

長
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資
本
と
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資
本

と

の
構
成
表

を
掲
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て
み
や
う
。
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第十=表

瑞典に於ける資本構成表

我
國
主
要
企
業
経
瞥
の
解
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

麟 名1會 緻
5

齢

長 期
資 本
短 期
資 本
固 定
資 産

製 革i工 業 105 67.9 3刎 3L5

製靴 工 業 67 61.8 38.2 31ρ

繊 維 工 業 267 88.7 11・3 532

製 材 業 12 90.2 98 66.1

鐵鑛 山業
及製鐵工業 93 9α2 3.8 69L1

純製作工業 20 89 1LO 71ρ

備考:一 西垣富治氏企業財産構戊i:闘 す る研

究中の鍛字な基礎 として作成(経 螢経濟

研究第六冊峯照)

七
〇

以
上
は
企
業
の
種
類
に
よ
る
資
本
構
成
の
特
異
性
に
就

い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
企
業
の
財
政
々
策
の
立
場
よ
り
資
本

構
成
の
問
題
を
論
述
し
て
み
や
う
。

資

本
構
成
が
自

己
資
本
牧
盆
と
企
業

の
安
全
性
に
及
ぼ
す
影
響

企
業

の
財
政

々
策
の
立
場
よ
り
資
本
構
成
の
問
題
を
論
す
る
時
は
、
二
つ
の
主
要
な
る
問
題
が
あ
る
。
即
ち
企
業
の
安
全
性
と



自
己
資
本
の
牧
釜
性
と
の
問
題
之
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
論
ず
る
場
合
に
は
資
本
構
成
の
分
類
が
前
述
せ
る
長
期
資
本
と
短

期
資
本
と
の
分
類
よ
り
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
の
分
類
に
ょ
る
事
を
要
す
る
。
此
虚

に
言
ふ
自
己
資
本
と
は
企
業
家
の
出
資
に

よ
る
原
資
本

(
例

へ
ば
株
式
會
肚
に
於
け
る
佛
込
資
本
金
)
と
肚
内
留
保
金
の
如
き
所
謂
補
立
資
本
を
指
し
、
他
人
資
本
と
は
祀

債
、
捲
保
附
借
入
金
の
如
き
長
期
借
入
金
と
支
梯
手
形
、
掛
借
金
の
如
き
短
期
借
入
金
を
指
す
。

自
己
資
本
の
牧
釜
性
と
企
業
の
安
全
性
の
問
題
は
或
程
度
に
於
い
て
利
害
相

一
致
す
る
と
同
時
に
亦
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

企
業
安
全
性
の
立
場
よ
り
の
み
論
す
る
時
は
、
O
。冨
ヨ
。笛

の
言

へ
る
如
く
、
「
自
己
資
本

に
野
比
し
て
他
人
資
本
の
金
額
の
少

な
れ
ば
少
な
る
だ
け
企
業
は
健
全
に
し
て
輩
固
の
程
度
を
加
ふ
。
若
し
之
と
反
封
の
關
係
が
存
在
す
る
時
は
薄
弱
不
健
全
な
る
徴

象
で
あ
る
。
最
少
限
度
は
何
等
の
他
人
資
本
な
き
場
合

に
し

て
最
大
限
度
は
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
が
均
衡
を
保
つ
鮎
に
あ

る
。」

こ
の
意
味
よ
り
し
て
他
人
資
本
を
し
て
自
己
資
本
に
超
過
せ
ざ
ら
し
め
る
は
経
螢
の
第

一
要
義
な
り
と
言
ひ
得
る
の
で
あ

る
。

「
一
弗
配
當
す
る
た
め
に
は
企
業
に
も

一
弗
保
留
す
べ
し
」⑳

と
言
ふ
米
國
金
融
界

に
於
け
る

一
般
的
法
則
も
叉
自
己
資
本

増
加
を
計
る
た
め
の
規
則
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
乍
ら
自
己
資
本
の
牧
釜
性
の
立
場
よ
り
論
す
る
と
き
は
他
人
資
本
は
必
す
し
も
不

利
釜
な
り
と
な
す
事
を
得
ざ
る
場
合
が
あ
る
。
使
用
全
罷
資
本
に
封
す
る
企
業
の
牧
釜
が
借
入
金
に
よ
り
て
支
彿
ふ
利
息
よ
り
も

大
な
る
時
は
、
増
資
又
は
梯
込
を

な

さ

し

め
て
自
己
資
本
を
増
す
よ
り
も
、
他
人
資
本
に
依
る
方
が
却
つ
て
配
當
率
を
増
加
す

る
。
例

へ
ば
百
萬
圓
の
資
本
金
を
有
す
る
A
會
肚
が
他
人
資
本
の
援
助
を
受
く
る
事
な
く
自
己
資
本
の
運
用
の
み
に
よ
り
三
期
間

に
次
の
如
き
成
績
を
墾
・げ
た
。

我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

七
一
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我
國
主
要
企
業
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管
の
静
的
分
析
に
關
す

る

】
研
究

七

二
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孤
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H
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凛
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に
B
企
業

が
年
五
分
利
附

の
肚
債
百
萬

圓

の
資

金
を
得
て
事
業

を
始

め
た
結
果

三
期
聞

の
成
績
は
A
會
肚

の
倍
額

の
牧
釜
を

得
た
。

(閑

ゆ
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h
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い

濫
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還
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P
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い
》§

・8

事
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b
8
・8

戯
"8
ρ
8

同℃8
◎
・8

応
側
蹟
浮
π
雌
画
ぴ
薄
鵠
…慨

悶い
訳

戯
欲

同戚

斯

く

の
如
く
第

一
期
第

二
期

の
牧
釜
大
な
る

と
き
は
B
會
肚

の
方

は
他
人
資
本

に
よ
り
た
る
爲
め
自

己
資
本

に
封
す

る
牧
釜
率

は
A
會
肚
よ
り
遙

か
に
大
で
あ

る
。
こ

の
場
合

に
は
自

己
資
本

の
牧
釜
性
と
企
業

の
安

全
性

の
關
係
は
利
害
相

反
す
る
が
、
第

三

期

の
如
く
牧

釜
が
減
少
し
た

る
場
合

に
は
自
己
資

本

に
封
す

る
牧
釜
率
が
甚

だ
し
く
低

下
し

て
ゐ
る
。
斯
く

の
如

き
場
合

に
は
牧

釜
性
と
安
全
性

と
の
利
害
相

一
致
す

る
。

こ
れ

に
よ

つ
て
見

る
と
要
は
資
本
構
成

の
有
機
的
關
係

で
あ

る
。

吹

に
示
す
表

は
我
國
主
要
企
業

十

一
種

に
封
す
る
企
業

の
牧
釜
性

と
安
全
性
と

の
關

係
を
示
し
た
る
資
本
構
成
表

で
あ
る
。



第 十 四 表

我が國主要企業の資本構成表 昭和五年上期

　

資
劉
る

率己に盆自本す牧

膓

躍

畿

鷲

舞

癩
卿1

一

%墾
鍛
t

畿

濃

饗

瑞

轟

嵩

本資入他配

畿

灘

舞

窓

舞

篇

計合
-
期短-期長本資

嘉

嵩

翼

髭

欝

禦

ー

i

罵

罵

蝿

鷲

罵

嬬
瑠46僻

刈
籾
引
妬』15455

i
75均亭

寝

舞

篇

㌶

鵜

舞

會
砒
数

m

4

10

2

6

3

3

5

10

10

5

7

1

名業企
■1

績

料

灰

粉

糖

紙

酒

磯

燈

力

助

茄關東((鐵紡肥洋製製製峯炭電電電同

備考:本 表に東洋経濟新報杜調 「事業會肚樫瞥効率の研究」

の鍛字な基礎 として作成す。

此

の
表

に
ょ
る
紡
績
業

、
洋
友
業
、

炭
鑛
業

の
如

き
は
、
安
全
性

の
立
場

よ

り
論
す

る
時

に
は
、
自

己
資
本

と
他
人

資

本

と
の
比
率
比
較
的
高
率
で

あ
る
か

ら
良
好

で

あ

る

と

言

ふ
事

が
出
來

る

が
、
自

己
資
本

の
牧
釜
性

の
立
場
よ
り

観
れ

ば
、
牧
釜
率
僅

少
な
る
事
實
を
示

し

て
居

る
。
反
之
肥
料
、
製
粉
、
製
紙
、

製
糖

の
如
き
は
自

己
賓
本

よ
り
も
他
人

資
本

に
よ
る
割
合
大
な
る
た
め
、
自

己

資
本
牧

釜
率
叉
比
較

的
大

で
あ

る
。
然

し
企
業

の
安
全
性
は
甚

だ
不
確
實

と
云

ふ
事

が
出
來

る

で
あ
ら
う
。

こ

の
傾
向
は
特

に
好
景
氣

と
其

の
反
動
期

と
の
聞

に
顯
著

に
あ
ら
は
れ
る
も

の
で
あ
る
。
即

ち
好
景

氣

の
時

は
他
人
資
本

に
よ
り

て
企
業

を
授

張
す
る
が
、
不

況
期

に
入

る
や
他
人
資
本

の
借

入
困
難
と
好
景
氣
時
代

に
計
聲

せ
る
自

己
資
本

の
佛

込
増
資

に
よ

る
充
實

が
完
了
す

る
か
ら

で
あ

る
。

我
國
主
要
企
業
経
螢
の
静
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

七
三



我
國
主
要
企
業
縄
管
の
鯉
的
分
析
に
聞
す
ろ

一
研
究

七
四

次

に
示
す
表
は
我
國

好
況
時
代

の
最
高
潮

期
た
る
大

正
八
年

の
下
牛
期

と
そ

の
反
動
期
た

る
大

正
十
年

上
期

と
の
資
本
構
成
表

で
あ

る
。

第 十 置 表

景氣攣動による資本構成の攣化表

會 大 正8年 下 期 大 正lo年 上 期

企 業 名 就
殿 農某陵会i搬轟 暮泉1讐余墜金購臨__一 一

紡 綾 10 77・5 22・5 46.04 81.9 18.1 Ig.37

肥 料 4 65.1 34・9 34・39 66.5 33・5 4.58

洋 灰 10 5ag 47.1 18.96 67ρ 330 夏5.14

製 粉 2 41・5 58.5 31.67 48.9 51.1 7.65

製 糖 6 596 404 3354 60.1 39.9 12.18

製 紙 3 60.2 39.8 3L70 62ρ 38.o 16.50

多 酒 3 7% 20・5 30・37 83.5 1α5 2&31

炭 磯 5 76.1 239 2978 79.8 20.2 1197

電 燈 10 8α5 Ig・5 13.74 804 Ig6 1430

電 力 10 7α1 29.9 7・40 67ρ 33・o &oo

電鐵(關 西) 5 79.o 21.0 1371 80.8 Ig2 15・15

同(東 京)

一

7 64.7 35・3 12.91 70.8 292 13・02

平 均 75 67.2 32β 25β5 7α8 292 13.85

1

備考:本 表に東洋経濟新報肚調 「事業會肚経管効率の研究」の

字な基礎として作成す。

此
等
の
表
に
よ
り
て
明

な
る
如
く
自
己
資
本
の
牧

釜
性
と
企
業
の
安
全
性
と

は
全
く
性
質
を
異
に
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
企
業

の
安
全
を
導
き
且
叉
相
當

の
牧
釜
を
得
ん
が
た
め
の

企
業
の
財
政
々
策
の
秘
訣

は

一
に
資
本
構
成
の
有
機

的
配
合

に
よ

る

の
で
あ

る
。
第
四
節
に
於
て
蓮
べ

る
塵
の
企
業
別
標
準
型
貸

借
表
は
こ
の
意
味
に
於
て
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叉

重

要

な

る

意

義
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存

在

す

る

も

の
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9

"
●
もゆo
"
●

景
氣
礎
動
の
資
本
構
成
に
及
ぼ
す
影
響

景
氣
攣
動
の
資
本
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
は
財
産
構
成
に
於
け
る
程
強
く
な
い
。
然
し
反
動
期
に
入
る
と
財
産
構
成
状
態
に
於
て

手
持
商
晶
、
受
取
勘
定
等
に
投
ぜ
ら
れ
た
流
動
資
産

の
割
合
が
減
す
る
に
至
る
時
は
必
然
的
に
流
動
員
債
の
金
額
も
減
す
る
に
至

る
も
の
で
あ
る
。
亦
不
況
時
代
に
入
る
や
商
品
高
が
減
じ
從
つ
て
使
用
全
艘
資
本
が
減
す
る
か
ら
結
果
は
資
本
構
成
に
於
て
、
先

づ
流
動
員
債
の
減
少
と
し
て
表
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
は
資
本
構
成
を
長
期
資
本
と
短
期
資
本
と
に
分
類
し
た
る
結
果
よ
り
述

べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
に
分
類
し
之
が
景
氣
攣
動
と
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
と
言

へ
ば
、
景

氣
の
最
高
潮
期
に
於
て
は
資
金
の
調
達
が
容
易
で
あ
り
且
叉
前
節
に
於
て
述
べ
た
如
く
自
己
資
本
の
牧
盆
率
を
高
上
さ
す
た
め
に

他
人
資
本
特
に
短
期
借
入
金
に
よ
る
傾
向
が
多
く
從
つ
て
自
己
資
本
の
割
合
が
減
少
す
る
が
、
反
動
期
に
入
る
や
此
等
短
期
借
入

金
の
返
濟
に
追
は
れ
、
株
金
の
佛
込
叉
は
増
資
の
形
式
を
以
て
自
己
資
本
の
割
合
を
増
加
す
る
。
然
る
に
不
況
時
代
に
入
る
や
自

己
資
本
は
欠
損
の
た
め
に
減
少
す
る

一
面
増
資
叉
は
佛
込
等
に
よ
る
資
金
の
蒐
集
が
甚
だ
困
難
と
な
る
か
ら
比
較
的
そ
の
調
達
に

便
な
る
肚
債
叉
は
澹
保
附
借
入
金
の
如
き
長
期
他
人
資
本
に
求
む
る
の
大
勢
と
な
る
。
そ
の
結
果
は
他
人
資
本
の
割
合
を
増
加
す

我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ
一
研
究

七
五



我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ
一
研
究

七
六

る
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
好
況
期
叉
は
不
況
の
絶
頂
期
に
は
自
己
資
本
が
減
じ
他
人
資
本
が
増
加
す
る
。
但
し
こ
の
場
合
も
他

人
資
本
の
内
容
は
好
況
期
に
は
短
期
他
人
員
債
が
増
加
し
不
況
時
代
に
は
長
期
他
人
員
債
が
増
加
す
る
傾
向
を
有
す
る
。

今
、
吾

々
は
景
氣
の
資
本
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
す
る
た
め
に
、
東
洋
維
濟
新
報
枇
の
調
査
に
よ
る
材
料
を
基
礎
と
し
て

作
成
し
た
る
大
正
三
年
よ
り
昭
和
五
年
上
期
に
至
る
三
十
三
期
間
の
我
國
主
要
企
業
十

一
種
七
十
五
杜
の
資
本
構
成
比
牽
の
攣
動

を
掲
載
し
や
う
。
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渦
嘉
酸
躍

「鍋
懸
ゆ
群
酸
甥
艶
搬
G
載
醤
」
丑
㊦
馨
締
や
Φ
理
繊
識
噸
益
虞
ぴ
ひ
㊦

℃
・轟
・
い

こ

の
表

に
よ

つ
て
明
か
な

る
如
く
大

正
七
年

上
期
よ
り
好
況
時
代

に
入
り
大
正
六
年

上
期

の
自

己
資
本

の
割
合

が
七

二

・
四
%

で
あ

つ
た
も

の
が
漸

亥
減

少
し

て
大

正
八
年

下
牛
期

に
は
六
七

・
二
%

に
な

つ
て
ゐ
る
。
反
之
短
期
債

務
は
大

正
六
年
上
期

に
は

一
四

・
二
%
な
り
し
も

の
が
漸
増
し

て
大

正
九
年
上
期

に
は
二
三

・
○
%
に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
し
大

正
十
年

上
期

(
七

〇

・
一
%
)

の
反
動

期

に
は
自
己
資
本
七
〇

・
八
%
迄

増
加
し

た
が

こ
れ
を
韓
期
と

し
て
自
己
資
本
は
漸
減

し

て
昭
和
五
年

上
期

に
は
五
五

・
五
%
と
な

つ
た
。

こ
れ

が
補
充

と
し
て
長
期
債

務
の
増
加

が
甚

し
く
大
正
十
年
上
期

八

・
七

%
で
あ

つ
た
も

の
が
昭

和
五
年
上
期

に
は
二
〇

・
○
%

に
及
ん
で
ゐ
る
事
は
よ
く
景
氣
愛
動

が
資
本
構
成

に
及
ぼ
す
影
響
を
読
明
し

て
ゐ
る
も

の
と
言
ふ

可
き

で
あ

る
。我

國
主
要
企
業
繹
螢
の
艀
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

七
七



我
國
主
要
企
業
経
螢
の
静
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

七
入

更

に
上
述

せ
る
我
國

に
於
け
る
主

要
企
業

の
資
本
構
成

が
景
氣

攣
動

に
及
ぼ
す

影
響

を
米
國

に
於
け
る
そ
れ
と
比
較
考
察
す

る

た

め
に

旨

匡
.
ヒご
冨

氏
調
査

に
よ

る
資
本
構
成
表
を
掲

載
し
や
う
。
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本
表

に
よ
る
と
短
期
員
債

は

一
九

一
四
年

七

・
五

%
で
あ

つ
た
も

の
が
漸
次
檜
加

し

一
九

一
八
年

一
六

・
九

%
迄

に
至
り
、
欧

洲
大
職

の
閉

職
を
韓
期

に
米
國
財
界
も
反
動

期

に
入
る
や
漸
次
減

少

一
九
凶
二

年

に
は

一
〇

・
○

%
も
減

少
し

て
ゐ
る
。

こ
れ

と

反
封

に
長
期
資

本
は
漸
次
増
加

し

て
ゐ
る
こ
と
が
わ

か
る
。



齢

以
上
を
以

て
、
大
艘
財
産

並

に
資
本
構
成

の
我
國

に
於

け
る
歌
態
を
論
述
し
た

の
で
あ
る
。
次

に
淺

さ
れ

た
問
題

は
如
何

な
る

資
本
及
財
産

の
構
成
比
率

が
果

し

て
適
當

で
あ
る
か
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
各
種
企
業

の
標
準
型
貸
借
封
照
表

の
問
題

で
あ

る
。

吾

々
は
章

を
更

め

て
こ
れ
を
論

じ
や
う
。

ω

梱
国
.
国
『
。。
前
掲
書

℃
■
昌
9

4

我
國
主
要
企
業
の
標
準
型
貸
借
封
照
表

此
虞

に
言

ふ
標
準
型
貸
借
封

照
表

と
は

≧
。碁
巳
巽

≦
、邑

曾

銅

詔

.
U
=
三
轟

氏
①
等

の
所
謂

O
。
ヨ
ヨ
。
昌
幽
N
6
Q。
§

。ヨ
。暮

叉

は

H
O
O
男
自

O
ω葺

ω
§

弩

。9

の
作
成
方
法

に
從

ひ

て
作
製
し
た
る
各
種

企
業

の
標
準

型
貸
借
封
照
表

を
指
す
。
井
上
謙
氏
⑭
は

此
等
を
稻
し

て
基
準
型
貸
借
封
照
表
と
な
し
て
ゐ
る
。

百

パ
ー

セ
ン
ト
貸
借
封
照
表
叉
は
共
通
型
貸
借
封
照
表

の
名
稻

は
、
貸
借
樹
照
表

の
借

方
貸

方

の
総
額

が
百

パ
ー

セ

ン
ト

に
等

し

い
と
考

へ
各

項
目

の
金
額
を

そ
れ

に
封
す
る
百
分
率
を
以
て
表
示
す
る
と

こ
ろ
か
ら
來
た
も

の
で
あ
る
。
総

て
の
貸
借
封

照
表

の
借
方
貸
方

の
合
計

が
百
パ
ー

セ

ン
ト
に
等
し
く
す

る
事

は

一
つ
の
基
準

(負Q
O
巳
昌
りO
嵩
qO
一凶
O)
に
還
元
す

る
事

に
な
る
。
斯
く
す

る

時

は
、
各
企
業

間

の
比
較

が
甚
だ
便
利

と
な
る
。

此

の
百
パ
ー

セ
ン
ト
貸
借
封
照
表

の
作
成
は
貸
借
表

の
借
方
貸
方

の
総
額

を
以
て
各

項
目

の
金
額
を
除
す
る
事
に
よ

つ
て
行
は

れ

る
。
次

に
そ

の
計
算

法

の
實
例

を

≦
、農

曾

∪
§
貯
σq
⑲
に
從

ひ
て
示
さ
う
。

我
國
主
要
企
業
縄
瞥
の
静
的
分
析
に
關
す

る

一
研
究

七
九



右

の
如
き
手
績
を
経

て
百

パ
ー

セ

ン
ト
貸
借
封

照
表
は
出
來

る
の
で
あ

る
。
こ

の
計
算
は
甚
だ
手
激

を
要
す

る
が
如
く

し
て
そ

う

で
は
な

い
。
と
。葦
巳
窪
≦
、龍

氏
④
の
述

べ
て
ゐ
る
如
く

「
。。
臣
。
歪
げ
か
叉

は
計
算
器
を
使
用
す
れ

ば

一
つ
の
計
算
書

は
約

三
分

間
内
外

に
製
作

し
得
る
」

の
で
あ
る
。

勿
論

こ
の
百

パ
ー

セ

ン
ト
貸
借
封
照
表

の
目
的
は
、
唯

一
つ
の
貸
借
封
照
表
を
漫
然

と
眺
め

て
み

て
も
そ
れ

か
ら
適
當
な
概
念

`

1金 額
1

1
計 算 法1…%表

}

現 金

受 取 勘 定

商 品 有 債

有 債 謹 雰

流 動 資 産

固定 資 産

合 計

支 挑 勘 定

未 納 税 金

流 動賢 産

冠 債

組 員 債

積 立 金

純 資 本

合 計

費 上 高

3,445

9,269

4,871

5,700

_β

98

9

4生5.

067

269

351%

945

4.9ア

5.81

98

」

067

871
-　

067

700

98

5

23,825

96

23

一
〇67

825
,㎝

067

7聖

』-T-一 一 一一

23.74

76.26

98

_塑74・782 、

98,067

12,550

1,6go

98067

12550

100.oo%

98

_■;

06プ

6go

1a8・%

一}

14,240

30,000

98

冨4

一
〇67

240

1.72
-__r

14.52

30・59
-__}r

45.II

IOβ9

44・oo
一

98

_30

067

000
一
〇67

240
-一 一

〇67

675

『

44,240

10,675

,43,152

98

ご 垂4

98

10

98

_圭3

98

「

067

1建i…
-

Q67

98,067

109,250
Iog,250-～
98,067

100.oo%

II1.40%

我
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一
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を
邉
り
上
げ

る
こ
と

で
は
な

い
か
ら
、
先

づ
比
較
観
察

に
便
宜
な
様

に
、

一
つ
の
基
準

に
還
元
す
る

に
あ
る

の
で
あ
る
。
然

ら
ば

比
較
槻
察

に
便
宣
な
た

め
に
比
較

し
得

る
封

照
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
勿
論

A
B

の
二

つ
の
會
肚

が
あ
れ
ば
二
會

肚

の
樹
照
表

を
百
パ
ー

セ

ン
ト
の
共
通
型

に
引
直

せ
ぱ
甚

だ
比
較

に
便
宜

に
な
る
が
、
こ
れ
は
A

と
B

と
め

比
較

に
過
ぎ
な

い
。
A
も
B
も
劣

悪

な
る
財
政
歌
態

の
會

融

で
あ
れ
ば
そ

の
比
較

は
貸
借
野
照
表
批
判

の
目
的

の
た
め
に
は
左

程
債

値
が
な

い
。
然

乍

ら

一
つ
の
標

準

比
牽

の
貸
借
表
が
存

在
す

る
な
れ

ば
、

こ
れ

に
批
判

の
封
象

と
す
る
企
業

の
貸
借
表
を
比
較

す
る
時

は
直
ち

に
何
等

か
の
解
答

を
求

め
る
事

が
出
來

る
。

凡
そ
善
悪
大
小

と
云

ふ
問
題

は
比
較

の
問
題

で

一
つ
の
標
準
あ

つ
て
始

め

て
言
に
す

る
事

が
出
來

る
。
た
と

へ

一
企
業

の
貸
借

野

照
表
を
百
パ
ー

セ
ン
ト
封

照
表

に
還
元
し

て
も
此
等
比
率
を
比
較

し
得
べ
き
標
準
が
な
け
れ
ば
企
業

の
善
悪
を
論
Lア
る
事

の
出

來

な

い
の
は
當
然
…で
あ
る
。

實

に
標
準
比
牽
は
事
業

現
釈

の
剰
定

の
標

準
た
る

の
み
な
ら
す

、
そ

の
現
歌

に
到
達

せ
る
原
因

と
維
過
と
を
明
白

に
し
叉
其
事

業

の
進

み
ゆ
く
將
來
を
豫
定
す

る
指
針

た
る
事

が
出
來
る

の
で
あ
る
。
斯
く

て
標
準
型
貸
借
封
照
表

は
企
業

の
批

判
目
的

の
た

め

に
甚

だ
重
要
な
る
役
割

を
演
す

る
も

の
で
あ
る
。

次
表

は

岡
・
国
.
ピ
ぎ
8
ぼ
㈲
が
米
國

に
於

け
る

一
九

二
六
年

の
各
種

企
業

十
九
種

三
十
五
萬
九
千
四
百
四
十
九
就

の
貸
借
封
照
表

を
資

料
と
し
て
作
製

せ
る
も

の
に
し
て
こ
の
方
面

の
重
要
な
る
資

料

で
あ
る
。

我
國
主
要
企
業
脛
管
の
静
的
分
析
に
關
す

ろ

一
研
究

八

一
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我
國
昭
和
五
年
下
期
に
於
け
る
各
種
企
業
十
九
種
百
三
十
二
肚
の
標
準
型
貸
借
封
照
表
は
第
三
節
企
業
資
本
構
成
を
論
す
る
際

に
申
西
寅
雄
氏
の
調
査
の
結
果
を
掲
げ
た
る
を
以
て
参
照
し
、
米
國
の
そ
れ
と
比
較
考
察
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

然
し
此
等
標
準
比
率
は
何
れ
も
合
成
貸
借
封
照
表
よ
り
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
蒐
集
し
得
た
る
多
数
の
貸
借
樹
照
表
を

全
部
合
計
し
て

一
枚
の
貸
借
封
照
表
に
改
製
し
楚
大
な
る
金
額
の
貸
借
封
照
表
を
作
成
し
、
こ
の
貸
借
封
照
表
よ
り
必
要
と
す
る

比
率
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
得
た
る
前
掲
標
準
貸
借
封
照
比
率
は
算
術
平
均
比
率
で
あ
る
。

例
を
學
げ
て
読
明
す
る
と
、
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我
國
主
要
企
業
纏
管
の
翻
的
分
析
に
關
す

ろ

一
研
究
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8
鳩8
◎

悼2

こ
の
例

に
よ
り

て
五
就

の
合
成
貸
借
封
照
表

よ
り
計
算

し
た
る
流
動

比
率
は

二
〇

一
%

で
あ
る
。
か
く

の
如
き
算
術
李
均

に
ょ

り

て
得

て
得
た

る
比
率
は
、
比
牽
標
準
化

の
傾
向
を
示
す

に
至

る
が
然
し

こ

の
場
合

に
於

て
二
〇

一
%
は
眞

の
標
準
比
率
と
言

ふ

事

は
決

し

て
出
來
な

い
。
む
し
ろ
二
五
〇

%
が
標
準
比
率

に
近

い
と
言

ひ
得

る
。
そ
れ
故

に
輩
純

な
る
算
術
的
平
均
法
は
こ
れ
を

忌
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

上
述

の
如
く
算
術
卒
均
は
實
敷

を
示
す
事

が
困
難

で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
個

々
の
数
牽

よ
り
甚

だ
懸
離
れ
た
突

飛
な
結
果
を

示
す
事
あ

る
は
前
例

の
通
り

で
あ
る
。
此
虞

に
於

て
問
題
と
な
る
は
こ
の
標
準
比
率
と
な
る
可
き
数

字

の
計
算

方
法

で
あ
る
。

吾

々
は
我
國
主
要
企
業

の
標
準
型
貸
借
樹
照
表

の
標
準
比
率

を
計
算
す

る
に
當

り
探
用
し
た
方
法

は
、
≧
。歪
a
臼

ミ

邑

氏
ゆ
の

標
準

比
率

の
計
算
法

で
あ

る
。
今

同
氏

の
標
準
比
率

の
計
算

法

の
大
略
を
次

に
述

べ
て
見
や
う
。

〉
●
≦

龍

氏

の
標
準

計
算

法
は
、
先

づ
蒐

め
得
た
る
多
数

の
結
算
報

告
書

よ
り
次

の
三
種

の
比

率
を
計
算

し
、
更

に
そ

の
算

術

平
均
を
求
め

て
之
を
標
準
比
牽

と
決
定
し
た

の
で
あ
る
。

一
、
合
成
貸
借
封

照
表

よ
り
算

出
し
た
る
比
率

(=

毯

◎。
雷
9
ヨ
9
¢



二
、
各
個

の
決
算
報
告
書

よ
り
算

出

せ
る
比
率

の
並
数

(癖

。
目
魯
『
&

。
津
7
0
ヨ
。
鐵
ε

三
、
各
個

の
決
算
報

告
書

よ
り
算
出

せ
る
比
率

の
申
位
敏

(↓
冨

8
g
『
9

。
{
穿
。
竃
臨

麟
目
国
噂
N。)

第

一
の
合
成
貸
借
封

照
表

よ
り
算
出
し
た

る
比
率
は
所
謂
算
術
亭
均
比
率

に
し
て
、
標
準

と
し
て
は
時

に
突

飛
な
結
果
を
も
た

ら
す
も

の
で
あ

る
か
ら
、
こ

の
方
法

に
よ
る

の
不
可
な

る
事
は
前
述

の
通

り
で
あ

る
。

此
塵

に
於

て
並
計
敷

の
数

字
系
列
中
最

も
顯
著

に
現
は
れ

る
数
字

で
あ
る
か
ら
實

数
を
代
表

し
得

る
長
所

が
あ
る
。

並
計
激

の
求
め
方
を
示
せ
ば
次
の
如
く

で
あ
る
。

第 十 九 表

入
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我
國
主
要
企
業
糧
管
の
静
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

入
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ち

こ
の
場
合

に
於
け
る
並
数
は
七
八
〇
%

で
あ
る
。

第

三
中
位

の
数

は
、
例

へ
ば
1
2
3
4
5
6
7
8
9

の
如
く
多
数

の
激

宇
系
列
中

の
中
央

の
敏
字

(
こ
の
場
合

に
は
5
)

で
あ

る
。
前
例

に
よ
れ
ば
申

位

の
激
は

梼
の
七
八
四
%

で
あ

る
。

さ
て
以
上

の
如
く
し

て
算

術
築
均
、
並
激

、
及
び
中
位

の
数

の
三
者

を
得

た
か
ら
次

に
は
こ

の
三
者

の
算
術

李
均
を
求
め

て
之
を
標
準
比

率
と
決
定
し
た
。

其
計
算

は
次

の
如

く

で
あ
る
。
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謡
N
状

以
上
が

≦
、龍

曾
U
自
三
轟

氏

の
標
準
比
率
算
出

の
方
法

で
あ
る
が
、
氏

は
如
何

に
か
く

の
如
き
莫
大
な
る
手
数
を
要
し

て
此

の

方
法
を
探
用
す

る
に
至

つ
た

の
で
あ

ら
う
か
。
氏

は
次

の
如
く
そ

の
埋
由

を
設
明
し

て
ゐ
る
。
ω

「
如
何
な
る
産
業

に
於

て
も
其
箪

位
申

の
大
な

る
も

の
」
割
合

は
、
當
該
産
業

の
綜
合
報
告
書

の
上

に
於

て
決
定
的
位
置
を
占

む

る
も

の
で
あ

る
。
故

に
綜

合
報
告
書

よ
り

の
算
術
的
要
素

は
重
要

で
あ
る
が
併

し
乍

ら
多
激

の
報
告
書

は
或

る
他

の
割
合
を
中

心
と
し

て
其

周
園
に
集

注
す
る
事
も
あ

る
で
あ
ら
う
。

從

つ
て
此

の
集
團

に
有

数
な

る
或

要
素
を
撰
揮
中

に
加

ふ
る
事
は
重
要

で
あ
る
。
更

に
若
干

の
報
告
書

は
非
常

な
る
高
比
率
叉

「



、

は
低
比
率
を
示
す
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
是
等
も
叉
當
該
産
業
の
上
に

一
個
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
撰
揮
上
に

一

勢
力
を
有
し
得
る
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
影
響
は
算
術
的
平
均
又
は
典
型
的
数
字
は
上
下
に
或
は
降
り
或
は
昇
る
。
彼
の
中

心
敏
の
移
動
に
よ
つ
て
示
さ
る
、
の
で
あ
る
。
故
に
是
等
三
個
の
要
素
の
平
均
す
る
時
は

一
定
の
時

一
定
の
産
業
に
於
て
普
通
な

る
に
近
き
或
る
比
率
を
決
定
す
る
に
際
し
指
針
た
る
可
き

一
個
の
数
字
を
得
る
の
で
あ
る
。」
と
。

斯
く
の
如
き
方
法
を
以
て
作
成
し
た
る
我
國
主
要
企
業
の
標
準
型
貸
借
封
照
表
を
嚢
表
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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我
國
主
要
企
業
経
螢
の
欝
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

勝

・

九
〇

蕪
鰍

鱒
(
同)
巌
爆
π
応
汁
H
桝
歯
卜
轄
岡
濁
善
団
甘
ト
濫
雛
濫
画
お
い◎o
闘
G
難
壊
珊

偽
己
斎
涛
。

(い
)
恥
ゆ
群
O
亭
轡
π
函
蟄
団
奪
ー控
濫
G
照
帰
餅
引
叫
o

(
い)
卦
辮
㊦
踵
帰
π
轡
籍
蔭
瑚
轍
難
群
齢

「
蝸
}糠
晦
響
霞
簿
溝
轡
e
瓢
・醤
」
軸n
癖
い
o

此

の
我
國
主
要
企
業
標
準
型
貸
借
封
照
表

は
東
洋
経
濟
薪

報
杜
編

纂

の

「
事
業

會
杜
経
螢
敷
率

の
研
究
」

中

の
数
字

を
基
礎
と

し

て
作
製

せ
る
も

の
に
し

て
、
各

標
準
比
率
は
大

正
三
年
上
期
よ
り

昭
和
五
年

上
期

に
至
る
三
十

三
期
間

一
九

三
八
個

の
比
率
を

上
述

せ
る

≦
、邑

曾
U
目
三
轟

氏

の
計
算
方
法

に
よ
り
算
出

せ
る
も

の
に
し

て

(
借

方
叉
は
貸
方
合
計

を

一
〇
〇
%

に
な
す
た

め
に

生

じ
た
る
多

少

の
端
敬

は
、
適
宜
案
分
し

て
各
比
率

に
引
當

て
加
算

せ
り
)
参
考
と
し

て
示
せ
る
各
會
肚

の
比
率

は
昭
和
五
年
上

期

の
数
字

に
し
て
、
よ
く
之
等
を
観
察
す

る

に
は
何

れ
も
標
準
比
率

よ
り

劣
れ

る
傾
向
を
示
す
。
注

意
す

ぺ
き
事

で
あ

ら
う
。

さ
て
、
斯

く

の
如
く
貸
借
封

照
表
批
判

の
目
的
を
以

て
作

成
し
た
る
標
準
比
率
は
如
何

に
利
用
す
可
き
か
、
換
言
す
れ
ば
、
此

等
標
準
比
率
と
批
判

の
封
象

と
な

る
會

杜

の
貸
借
封
照
表

の
示
す
個
別
比
率

と
を
封

比
し
て
生

じ
た
藪
的
關
係
を
如
何

に
解
決
す

可

き
か
。
以
下
そ

の
要
黙
を
個
條
書

に
述

べ
や
う
。
(
次

に
述

べ
る
盧

は
井
上
議

一
氏

の

「
基
準
貸
借
封

照
表

に
就

い
て
」
⑥
と
云

ふ
論

文
中
論

述

せ
る
虚
を

要
約

し
た
も

の
で
あ
る
)

　一
會
肚

の
固
定
資
産
比
率
が
當
該

事
業

の
標
準

比
率

よ
り
高

い
場

合

に
は
、
そ

の
會
肚
は
螢
業
成
績
劣
悪

に
し

て
資
産
内
容
不

(
良
な

る
會
肚

で
あ
る
。

更

に
之
を

一
會
杜

に
就

き
年

次
的

に
見

て
行

つ
て
、
固
定
資
産

比
率

の
漸
次
高
ま
り

つ
」
あ
る
會

肚
は
誉
業

成
績
悪

化
し
資



産
内
容
不
良
化
し
つ
」
あ
る
會
肚
で
あ
る
。
但
し
會
肚
の
規
模
に
は
螢
業
高
に
も
關
係
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

　二
以
上
と
は
逆
に
流
動
資
産
比
率
の
高
い
會
肚
は
螢
業
成
績
が
良
好
で
資
産
内
容
の
良
い
會
肚
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
も
會
肚
の

(
規
模
と
相
關
的
に
観
察
す
る
必
要
の
あ
る
の
は
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

從
つ
て
之
を

一
會
肚
に
つ
き
年
次
的
に
み
て
こ
の
比
率
が
漸
次
低
ま
り
つ
」
あ
る
事
は
當
該
會
杜
の
内
容
が
悪
化
し
螢
業
成

績
が
不
振
と
な
り
つ
」
あ
る
誰
左
で
あ
る
。

次
に
員
債
及
資
本
の
側
に
就
い
て
は

　三
先
づ
自
己
資
本
比
率
で
あ
る
。
こ
の
比
率
中
に
は
彿
込
資
本
金
の
外
に
諸
積
立
金
前
期
繰
越
の
如
き
肚
内
留
保
金
並
に
當
期

(
利
釜
金
等
を
含
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
當
比
率
を
批
評
の
目
的
と
す
る
た
め
に
は
此
等
を
分
割
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

(第
二
十
剛
表
蓼
照
)

①
梯
込
資
本
金
比
率
が
標
準
比
率
よ
り
大
な
る
會
枇
は
規
模
の
小
な
る
會
肚
か
叉
は
内
容
の
劣
等
な
る
會
砒
で
あ
る
。
こ
れ
は

前
者
に
就
い
て
は
借
金
能
力
の
乏
し
き
た
め
で
あ
り
、
後
者
に
就
い
て
は
積
立
金
其
他
枇
内
留
保
金
の
少
き
事
即
ち
純
資
本

率
の
少
な
る
た
め
で
あ
る
。

②
積
立
金
比
率
が
標
準
比
率
よ
り
高
き
事
が
優
良
會
枇
の
關
す
る
重
要
な
る
指
標
で
あ
る
事
は
も
と
よ
り
當
然
の
事
で
あ
る
。

③
前
期
繰
越
金
並
に
當
期
利
釜
金
比
率
が
標
準
比
率
よ
り
高
き
事
は
勿
論
會
肚
内
容
の
良
好
な
る
所
以
で
あ
る
が
、
唯
當
期
利

釜
金
は
通
常
そ
の
内
の
過
牛
に
あ
た
る
部
分
が
配
當
金
及
賞
與
金
と
し
て
決
算
日
以
後

一
ケ
月
乃
至
四
ケ
月
位
の
間
に
…彿
ひ

我
國
主
要
企
業
経
麿
の
静
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

九
一



我
國
主
要
企
業
経
蕾
の
静
的
分
析
に
關
す
る
旧
研
究

九
二

出

さ
れ
る

の
で
あ
か
ら
、

そ
れ

は
全
部
内
部
員
債

で
は
な
く
寧
ろ
當
期
利
釜
金

の
大
部
分

は
決
算

期
後

極
め

て
短
期
間
に
支

佛

を
要
す

べ
き
流
動
員
債
な

の

で
あ
る
。

鰯 呂 十 一 表

我が國主要企業標準型自己資本構成表

資
本
合
計

自

己

繰

越

金

前

期

利

盆

金

當

期

其
他
資
金

積

立

金

資

本

金

亭
均
抑
込

報
告
書
鍛

會

社

殿

企 業 名

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。Q

。。111互I1111111

ー

ー

ー

ー口
h

助

功

H

短

麺

u

緕

耶

㎎

㎝

昭

㎎

99

四

篇

砺

卯

卯

緬

聯

動

紹

砺

侃

糾

昭

Qヴ

聡

卸

舗

刎

誕

町

㏄

㎎

η

謝

篇

蛎

牢

期

囑

吻

喫

紹

昭

緕

⑳

鞭

助

蹄

鵯

卿

悌

螂

鞠

助

卿

脇

鞠

縄

99

即

φ

即

函

噸

商

66

鞠

町

㎎

1

ー

ー

ーし

塾0

4

10

2

6

3

3

5

10

10

5

7

綾

料

灰

粉

熔

紙

酒

礁

燈

力

吻

劇關東((紡肥洋製製製肇炭電電畷同

備考:(1)本 衷は自大正三年上期至昭和五年上期1938個 の報告書

より作成。

(2)本 表の籔学に東洋樫濟新報肚編 「事業會肚の経管敷牽

の研究jlこ 依iろo



そ
こ
で
貸
借
饗
照
表
を
批
判
す
る
限
り
は
、
か
」
る
當
期
利
釜
金
は
通
常
貸
借
封
照
表
に
附
随
せ
る
利
釜
金
虚
分
表
に
ょ
つ

て
適
當
に
分
解
虜
理
し
た
る
の
ち
批
判
の
封
象
と
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

　四
長
期
員
債
は
肚
債
叉
は
憺
保
附
借
入
金
等
を
指
す
、
こ
の
比
率
の
大
小
に
つ
い
て
は
必
す
し
も

一
般
的
批
判
を
な
す
事
は
出

(
來
な
い
が
、
特

に
固
定
資
産
を
多
額
に
必
要
と
す
る
公
共
事
業
會
就
に
於
て
こ
の
長
期
員
債
比
率
が
佛
込
資
本
比
率
以
上
に

上
る
こ
と
は
先
づ
企
業
財
政
上
健
全
な
も
の
と
は
言
ひ
得
な
い
と
言
ふ
事
が
出
來
る
。

　五
流
動
員
債
中
に
は
短
期
借
入
金
、
支
佛
手
形
及
買
掛
金
等
を
含
む
當
比
率
が
標
準
比
率
よ
り
特
に
高
摩
な
る
は
企
業
財
政
上

(
の
堅
實
を
表
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
警
戒
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
否
そ
の
内
容
が
所
謂
翠
名
手
形
と
稻
す

る
融
通
の
た
め
に
支
佛
ふ
手
形
金
額
が
大
な

る
た

め

に
當
比
率
が
標
準
よ
り
高
い
時
に
は
断
然
そ
れ
は
危
瞼
の
信
號
で
あ

る
。

一
髄
内
容
の
不
良
な
る
會
肚
は
殊
に
斯
く
の
如
き
短
期
借
入
金
比
率
が
高

い
。
從
つ
て
叉
年
次
的
に
見
て
内
容
が
不
良
と
な

る
程
斯
か
る
短
期
借
入
金
比
率
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
顯
は
金
融
上
よ
り
會
肚
の
内
容
を
批
判
す
る
時
に
注
意
す
べ

き
盧
で
あ
る
。

以
上
は
経
菅
の
静
態
分
析
を
我
國
主
要
企
業
に
就
い
て
研
究
し
た
る
結
果
で
あ
る
。
経
螢
の
静
態
分
析
の
取
扱
範
園
に
は
荷
二

三
の
重
要
な
る
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
①
資
産
員
債
爾
側
に
於
け
る
相
關
比
率
の
研
究
②
企
業
資
本
の
流
動
性
の
問
題
之

で
あ
る
。
こ
れ
に
就

い
て
は
後
日
又
焚
表
し
得
る
機
會
あ
る
事
と
信
じ
て
筆
を
措
く
。

(完
)

我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ
一
研
究

九
三
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